
 

     一般社団法人 日本知的財産協会 

会務報告資料 

2019 年 11 月度 理事会 報告 
〔2019 年 11 月 6 日(水) 14:30～18:00 於 TV 会議〕 

 

［審議事項］ 

 

1．海外派遣  次の海外派遣申請につき、審議し、承認した。 

１）派遣名「第 31 回 WIPO SCP (特許常設委員会)」 

派遣種類：国際会議派遣  地域：スイス（ジュネーブ） 期間：12/1～7  人数：1 

申請元： 医薬･バイオテクノロジー委員会 
 

 「医薬品とヘルステクノロジーへのアクセス(ATM)と特許についての現存する研究のレビュー」を巡る激しい

議論が予想される．ATM 問題は特許による価格競争阻害が原因ではなく医療インフラ欠如等他の要因に起因

する旨の意見を、日本製薬企業の ATM 改善の取組み事例の紹介も含めて、表明するため、派遣する． 

 

２．意見書の提出  以下２件の意見書の提出につき、審議し、承認した。 

１）タイ知的財産庁宛「タイ特許法（意匠部分）改正に関するパブリックコメント」（10/18 期限、10/15

提出済み）、申請元：担当理事名 〔意匠委員会、アジア戦略プロジェクト〕 
 

 部分意匠制度および関連意匠制度の導入、20 年以上の権利存続期間、を要望． 

 

２）文化庁著作権課宛「侵害コンテンツのダウンロード違法化等に関するパブリックコメント」（10/30

期限、10/29 提出済み）、申請元：担当理事名 〔次世代コンテンツ政策 PJ、著作権委員会〕 
 

 侵害コンテンツのダウンロード違法化について：「深刻な海賊版被害への実効的な対策を講じること」と「国

民の正当な情報収集等に萎縮を生じさせないこと」という２つの要請に応えた形の制度設計を望む． 

 リーチサイト対策について：文化庁が提示した当初案を基礎に速やかに法改正して頂きたい． 

 

３．入会   以下の１件の正会員入会および２件の賛助会員入会につき、審議し、承認した。 
 

〈正会員〉（2019 年 10 月 1 日付） 

１）ＧＫＮドライブラインジャパン株式会社 

主業務     駆動系自動車部品の開発・製造および販売 

希望所属業種  関東金属機械部会 第１分科会 

会員代表予定  IPR Section マネージャー 川田 和隆氏 

推薦者     株式会社アルファ 黒澤 達哉氏 

 

<賛助会員>（2019 年 10 月 1 日付） 

１）国立大学法人 鳥取大学 

会員代表予定  研究推進機構長 河田 康志氏 

推薦者     キヤノン株式会社 長澤 健一氏 
 

２）スターパテント有限責任事業組合 

会員代表予定  代表 植木 正雄氏 

推薦者     ローム株式会社 名倉 孝昭氏 
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［報告事項］ 

 

４．退会等  無し 

 

５．2019 年度（上期） 業務及び会計監査（10/28） 
 

 問題指摘事項は無し． 

 

６．主要施策の活動 
 

（１）政策プロジェクト活動報告 
 

１）アジア戦略プロジェクト：第５回全体会合（10/11＠JIPA） 

(i) 第１WG（東アジア対応） 

(i-1）中国模倣品対策 SWG（IIPPF 中国 PJ 交流Ｇ対応） 

・下期の IIPPF 実務レベルミッションの進め方を協議検討 

・第 2 回 IIPPF 企画委員会に参画（10/23＠JETRO：吉原 PJ リーダーに代り福永 SWG リーダーが出席） 
 

(i-2）法改正 SWG： 

・中韓台向け要望のとりまとめ完了。（中国：68 項目、韓国：9 項目、台湾：12 項目） 
 

(ii) 第２WG（ASEAN･インド対応）： 

・ミャンマー商業省副大臣一行と意見交換（10/17） 

・タイ・カンボジア訪問代表団派遣（10/21-25）…詳細は 12 月度以降の理事会で報告 

 

２）日中企業連携プロジェクト ：第６回全体会合（10/16＠JIPA） 

日中企業連携会議及び IP Work Shop のテーマ確定、日中企業連携会議の登壇者検討、その他（中国から

の訪問団の対応検討） 

 

３）国際政策プロジェクト 

・IP5 の PHEP の取り組みの成果である記載要件に関するハーモナイゼーションに関する研修を開催予

定。第 1 回の事務局との打合せを実施（10/17） 

・PHEP の次期テーマ候補に関する 5 極ユーザ間での検討を継続（Global Assignment） 

 

４）JIPA 知財シンポジウムプロジェクト：第３回全体会合（10/1＠JIPA） 

各セッションの登壇者の依頼・確定作業中。 

 

５）次世代コンテンツ政策プロジェクト 

・文化庁著作権課長からの「海賊版対策の今後の進め方について」の説明と意見交換（10/3＠文化庁著

作権課） 

・文化庁著作権課「侵害コンテンツのダウンロード違法化等に関するパブリックコメント」募集（10/30

期限）に係る意見検討および意見提出（石島理事名、10/29 提出済み） 

・文化庁著作権課「写り込みに係る権利制限規定の拡充に関する中間まとめ」に係る意見募集の対応 

2019 年 11 月 6 日現在の会員数＝ 全 1,334 社 

（内訳：正会員 978、賛助会員 356） 
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６）知財活性化プロジェクト：第５回（10/3）、第６回（10/17）、第７回（10/31）会合 

・「JIPA ビジネス知財シンポジウム 2019」（12/2 開催）の応募状況：11/15 現在 304 名 

 「東京会場：シンポジウムのみ参加（無料）」は、定員に達したため参加申込受付を締切（11/14）． 
 「東京会場：シンポジウム＋意見交換会（1000 円）」と「大阪会場（TV 中継、無料）」は、まだ空きあり． 
 https://www.jipa.or.jp/form/19chizai_kassei.html 
 

７）第４次産業革命(4IR)プロジェクト 

(i) AI 分科会：第２回会合（10/29＠JIPA） 

〔AI×特許情報〕をテーマに情報検索委員会を幹事として開催。ゲストとして野崎篤志社長（イーパテ

ント）、谷川英和社長（アイ・アール・ディー）を招き、AI を用いた特許情報検索の最新状況に加え、

効率化・特許明細書作成の最前線の講演をして頂いた後、グローバルな視点も踏まえて議論。 

第 3 回〔テーマ(仮)：AI×業務効率（リーガルテック）〕は 12/13 開催予定。 
 

(ii) 標準分科会： 

・第１回本会合（10/28＠JIPA） 

・IP マネージメント標準（ISO56005）に係る修正要望箇所（10 月度理事会承認済）につき、日本交渉窓

口の(一社)Japan Innovation Network、弁理士会と議論した（10/10）。オブザーバとして内閣府・知財戦略

推進事務局、経産省（国際標準課、知財政策室）、特許庁も同席。JIPA の意図を理解頂き修正提案に賛

同頂くと共に、前段部分の「56005 は 56002 と切り離して使われるべきものではない」旨の追加も合意。 
 

(iii) 新ビジネス分科会：第２回会合（10/29＠JIPA） 

・経団連からアナウンスのあった「農業技術革新・連携フォーラム」に参加（10/2） 

・OPTIM 社セミナーに参加（10/24～25） 
 

(iv) オープン･イノベーション分科会：第１回会合（10/15＠JIPA） 

O.I.に関する問題意識（重要とされるものの成功例が少ない）等を共有、現状の意見交換を行なった。 

次回（11 月予定）、① 分科会の目標、② O.I.の類型化、③ O.I.を進めるうえで知財としてどう関わるか

について、各自考えを持ち寄り議論を進める。 
 

(v) パテントプール分科会： 

・第１回会合（10/8＠JIPA）：歴史的なパテントプールの概要と委員の関心事項につき情報共有した。 

・WIPO GREEN パテントプールの可能性につき、JIPA から WIPO GREEN 担当ディレクターに提案する

と共に意見交換した（10/23～25）。 
 

(vi) 社会と法制度分科会： 

・第１回本会合（10/21＠JIPA）：分科会の趣旨・進め方について討議。経団連・吉村 隆 産業技術本部

長の講話「SDGs と知財」と意見交換。 

・特許制度 WG： 

 (i) 産構審 #33 特許制度小委員会（10/10）で亀井分科会リーダーが『差止請求権について』プレゼン

テーションを行なった。 

 (ii) #34 以降の特許制度小委員会対応につき、メールベースでの意見交換、理事へのアンケート実施、

WG 会合を開催（10/23＠JIPA）。#34 特許制度小委員会（10/31）での経団連プレゼンに連携協力した。 
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８）WIPO プロジェクト 

(i) WIPO 総会（9/30～10/2@WIPO 本部） 

(ii) 第４回全体会合（10/9＠JIPA） 

・WIPO 総会（9/30～10/9）参加の帰朝報告（上野 L） 

・第四次産業革命 PJ パテントプール分科会 について(久慈専務理事） 

・AI 創作発明について（上野 L メンバー） 

(iii) 生物多様性条約対応 WG 第４回会合（10/18＠資生堂） 

・2019 年度活動計画、メンバー間の情報共有（製薬・種苗業界の対応等） 
 

（２）審議会への参画 

１）産構審 特許制度小委員会（10/10 第 33 回、10/31 第 34 回） 

  亀井 正博 参与（JIPA および経団連からのオブザーバ１名枠で参画） 
  https://www.jpo.go.jp/resources/shingikai/sangyo-kouzou/shousai/tokkyo_shoi/33-shiryou.html 
  https://www.jpo.go.jp/resources/shingikai/sangyo-kouzou/shousai/tokkyo_shoi/34-shiryou.html 
 

２）産構審 意匠制度小委員会 意匠審査基準ワーキンググループ（10/23 第 17 回)  

  神田 栄美子 委員長／意匠委員会 
 

（３）その他の活動 

１）久慈専務理事：知財司法に関する経済界と司法関係者のダイアログ 
  https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/minjikaikaku/kanjikai_dai4/sidai.pdf （「資料３」） 
 

２）情報検索委員会：特許情報検索に関する PDG 訪問代表団の報告 

３）人材育成委員会：進捗報告 
 

７．委員・講師等 派遣 

（１）委員派遣：日本弁理士会「令和２年綱紀委員会外部委員」 

・別宮 智徳 副理事長（日産自動車） 
 

８．後援・共催 

（１）後援「グローバル知財戦略フォーラム 2020」、主催：特許庁および(独)工業所有権情報･研修館 

期日：2020 年１月２８日(火)、会場：TKP ガーデンシティ品川、参加費：無料（事前申込制） 

 

９．事務局から 

１）経産省通商政策局から 

  https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/tsusho_boeki/pdf/006_02_00.pdf 
２）法務省司法法制部から 

「外国弁護士による法律事務の取扱いに関する特別措置法の一部を改正する法律案」国会提出（10/18） 

  http://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00253.html 
３）内閣府 知的財産戦略本部 構想委員会（10/28 第 1 回） 

４）2020 年度専門委員会関係スケジュールについて 

５）12 月度理事会および正副会長との意見交換会の開催について 

６）INPIT からの特許庁審査官補向け研修への会員派遣要請 

・審査官補向け「令和元年度審査官コース後期研修」「審査実務」（商標系、意匠系） 

以 上 


